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令和６年７月定例教育委員会 会議録 

 

１ 日  時  令和６年７月２２日（月） 開会１５時   閉会１５時１８分 

 

２ 場  所  福井市役所８階 第１委員会室 

 

３ 出 席 者  教 育 長         吉川 雄二 

教育長職務代理者     春木 伸一 

教育委員         多田 和博 

教育委員         宮郷 美千代 

教育委員         粟原 知子 

＜事務局職員＞ 

教育部長         山本 誠一 

少年対策参事官      前田 俊行 

教育次長         小倉 敏之 

図書館統括館長      西行 裕 

教育総務課長       西岡 清隆 

学校教育課副課長     塚本 大祐 

保健給食課長       横山 尚永 

生涯学習課長       高比良 博則 

文化財保護課長      長谷川 健一 

みどり図書館長      村中 徳男 

桜木図書館長       竹内 育美 

調整参事         名津井 章 

教育総務課 課長補佐   槙野 克典 

教育総務課 主幹     堀井 信也 

教育総務課 主幹     平本 一彦 

 

４ 議  題 

議 事 

第９号議案 福井市通学区域審議会委員の委嘱について （学校教育課） 

                      
５ 議事の経過 

（１） 開会 

（２） 教育長あいさつ 

（３） 会議録署名委員の指名  宮郷 委員  粟原 委員 

（４） 議事の要旨 

 

教育長 

 

 

それでは、第９号議案 福井市通学区域審議会委員の委嘱について、事務局の

説明を求める。 
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事務局 

（学校教育課副課

長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

教育長 

 

事務局 

（学校教育課副課

長） 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

多田委員 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

第９号議案 福井市通学区域審議会委員の委嘱について、現在の委員が令和６

年７月３１日で任期満了となるため、福井市通学区域審議会条例第５条第１項に基

づき、福井市通学区域審議会委員を次のとおり委嘱するものである。 

委員は、市議会議員の代表者３名、公民館の代表者１名、学識経験者１名、ＰＴ

Ａの代表者２名、小学校長会及び中学校長会の代表者が２名、市の職員４名、合計

１３名で構成されており、氏名等は記載のとおりである。 

任期は、令和６年８月１日から令和７年７月３１日までの１年間である。 

なお、通学区域審議会は、案件があるときに開催するもので、令和４年度、５年

度は２回ずつ開催したが、今年度は開催が必要な案件がないので今のところ開催の

予定はない。 

 

ただ今の説明について、ご質問等はないか。 

 

今年度は開催予定なしでよいのか。 

 

美山地区の統廃合の進捗によってはあり得るが、今のところ開催予定はない見込

みである。 

 

 

ほかにご質問等はないか。 

 

― 質疑なし ― 

 

特にないようであり、質疑を終結する。 

第９号議案については、原案のとおり承認することに異議はないか。 

 

― 異議なし ― 

 

異議なしと認める。よって、第９号議案は原案のとおり承認する。 

 予定していた審議事項は以上だが、その他、委員から何かないか。 

 

今月初めに、高知市でプール学習の事故が起きたが、ニュースによると小学校の

プールが故障していたため中学校のプールを使用したということだが、そういう判

断は学校判断になっているのか、福井市ではどうなっているのか。 

 

仮に、別の学校のプールを使用するような判断は、学校判断ではなく教育委員会

判断となるだろう。 

本市では、プールが使用不可となる場合、プール学習は中止にして、プールを補

修するのが基本である。 

現在、補修しなければならない小学校プールはないが、今後老朽化が進めば、民



 

  - 3 -  
 

 

 

 

 

 

 

 

粟原委員 

 

 

 

教育長 

 

 

多田委員 

 

 

 

教育長 

 

 

 

粟原委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

間委託は考えざるを得ないのではないかと考えている。 

 福井市でも何年か前に、東郷小学校で溺れた事案があった。 

 その事案は、プールに台を沈めて浅いところを作っているが、たまたまその台が

ずれていてそこに足が挟まってしまい沈んでしまって、呼吸ができなくなった。 

 早くに発見して、たまたま人工呼吸をできる人がいたから一命を取りとめたとい

う事案である。 

 

プールの真ん中が深くなっていて、周囲が浅くなっている。学校の授業では、あ

いうえお順に並ぶので、水泳が苦手な子、背が高くない子が深いところになる場合

があり、背の高さに合わせてほしいという声がある。 

 

今年は授業が終わったが、保護者からの話として今後の指導の参考になるのでは

ないか。 

 

高知市の事故では水深だけの問題ではないかもしれないということで、第三者委

員会が調査をすることになったが、水深以外の要因としてどのようなことがあった

かなど、そういう調査結果を地方自治体間で共有することはないのか。 

 

第三者委員会の調査は、ホームページ上でも出さないのではないか。 

高知市の事故では、泳ぎが得意でないグループであることを知りながら、バタ足

の練習をしていたということであった。 

 

スイミングスクールに行っている子が増えているので、泳げる子と泳げない子の

格差がすごくある。泳げない子は大変だろうと思う。 

 

新型コロナウイルスの感染拡大時期を挟んでいるということも影響している。３

年生、４年生の子は１年生の時からプールに入っていないので、初めてプールに入

る子はやはり怖がっている。 

高知市の第三者委員会の報告が骨格だけでも公開されれば、それをもとに本市は

どうなっているかを確認していけるだろう。 

 

ほかにご意見等はないか。 

 

― 質疑なし ― 

 

ほかになければ、事務局から何かあればお願いする。 

 

― 行事予定について、資料を基に説明 ― 
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教育長 

 

事務局 

 

 

教育長 

 

他になければ、次回の日程について、事務局からお願いする。 

 

次回は、８月２０日（火）１０時から、場所は福井市役所別館大講堂にて開催す

るのでご出席いただきたい。 

 

以上をもって会議を終了する。 

 

令和６年 月  日 

 

  署名委員  宮郷 美千代 

 

  署名委員  粟原 知子 

                   議事録作成職員 平本 一彦 


